
点検結果帳票について

０１　病名未登録一覧・・・01病名未登録一覧.xls

病名の登録がない患者を一覧で表示します。

病名未登録一覧の患者は点検が行われて

いません。病名を登録してください。

０２　警告病名一覧・・・02警告病名一覧.xls

（主）…主病名の記載がありません。

 　　　　（明細書の記載要領による。）

（廃）…廃止病名となっている傷病名

（未）…未コード病名、コード化されていない病名

（重）…重複病名（同じ病名の記載があります。）

（急）…急性で診療開始日より２ヶ月経過している病名

（疑）…疑いで診療開始日より３ヶ月経過している病名

病名の整備や置き換えをご検討ください。

急性病名、疑い病名の診療開始日からの期間を指定することができます。
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０３　未コード病名一覧・・・03未コード病名一覧.xls

警告病名一覧の中からさらに未コード病名

（コード化されていない病名が登録されている）

の患者様を一覧で表示します。

コード化されない病名はコード化される病名への

置き換えをご検討ください。

「置き換え後」の欄に厚生労働省コードへの置き換え可能な病名を表示します。

レセ楽netではこちらの病名に置き換えて点検を行っています。

病名を置き換えておらず、点検していない病名は！（クォーテーションマーク）で表示します。

！マークの表示のついた病名は、コード化病名へ移行又はご検討ください。
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０４　患者別警告一覧・・・04患者別警告一覧.xls

すべての警告を患者様別に一覧で表示します。

病名不備（病名未登録・主病名なし・廃止病名・

未コード病名・重複病名・厚生労働省マスタなし）

は表示していません。

エクセルで点検する際は、患者番号や警告番号を

クリックするとその患者様の警告レセプトにリンク

します。

レセプトへのインデックスとしてご利用ください。

04患者別警告一覧と05警告レセプトは、患者番号または警告番号でリンクしています。

〈例〉 04患者別警告一覧の任意の患者番号をクリックすると、

　　　 その患者番号の警告レセプトを表示します。

薬剤の適応症には、重要度欄に修正レベルをマークで表します。

×▲・・・必ず修正してください。　　△・・・修正を検討してください。
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０５　警告レセプト・・・2010-4-2-00001-6341.xls

例示 2010-4-2-00001-6341.xls

診療年、月、入外、患者番号、保険者番号

患者様毎に警告内容を含めたレセプト全内容を表示します。

警告部分はグレーで表示します。

また、患者別警告一覧とリンクしています。

０６　診療区分別警告一覧・・・06診療区分別警告一覧.xls

診療区分毎に警告件数の降順で警告内容を表示

します。 同じ名称でも、警告番号が異なる場合は

分けて表示します。
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０７　指定項目点検一覧・・・07指定項目点検一覧.xls

薬剤や診療行為、警告内容など、指定した条件に

あてはまる患者様を一覧表示します。

（条件の指定についてはＰ18-19参照）

初期設定では病名不備（病名未登録・主病名なし・

廃止病名・未コード病名・重複病名・厚生労働省

マスタなし）以外の、すべての警告を一覧表示します。

警告メッセージは、エラー項目のすぐ下の行に表示されます。

　　フロモックス錠１００mg　………　点検通過

　　ブルフェン錠２００　２００mg  …  （×）適応症該当なし

共にエラーの場合は以下のようになります。



個別調整

個別調整とは？

レセ楽netでは「適応症該当なし」のエラーが出ていても

審査には通っている…等の理由で修正しない病名や診療行為がある場合

個別調整（チューニング）によって点検通過させることができます。

ex.)「アダラートL錠２０ｍｇ」を「高血圧症」で通過させたい場合

（レセ楽netの適応症は狭心症、腎性高血圧症、本態性高血圧症のためエラーが出ます）

　　　　個別調整要望書に

　　　　薬剤・診療行為欄に「「アダラートL錠２０ｍｇ」、

　　　　適応病名・診療行為・コメント等に「高血圧症」と記載し

　　　　用紙をＦＡＸしてください。

調整が完了すると、「高血圧症」の患者にアダラートＬ錠を処方した場合も点検通過となります。


